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一
つ は、肌 の色に直接 的な影 響を与え る日焼 けによ

るイメ
ー

ジの変化、もう
一

つ は具体的なフ ァ ッ シ ョ ン

の 提案で す。日焼けす る と 肌 の 色の 彩度が上がるた

め、必然的にイメ
ー

ジが強 くな り高彩度色が似合うよ

うにな ります。無理に日焼けして い ない肌の色に合わ

せ る 診断よ り も、そ の 時の イ メ
ー

ジに 合 っ た 「似合う

色」を提案する方が自然ではな い で しょ うか 。 また 、

男性は女性 の よ うにメイクを しな い の で 直接的に似

合 う色は 洋服 の 色に 求め る こ と に な り ま す 。 た だ 、

色 よ りもデ ザイ に重きを置 くメ ン ズ フ ァ ッ シ ョ ン は 、

代表的な仕事着で あ る ス ーツ を例に挙げると、ゴー

ジライ ン の位置 や切羽、等の細部に流行があ ります 。

ア ナ リス トの皆様 は、男性のお客様に対 して、似合 う

色だけ で はな く、さ りげな くお洒落の トレン ドア ドバ

イ スが出来るよ う、メ ン ズ フ ァ ッ シ ョ ン知識も持ち合

わぜて いただきたいと願 っ てい ます。

配色演習シ ス テ ム 「カ ラーナ ビ」の展開

慣用色のイメ
ー

ジ評価

永田　泰弘 ・野坂　瑛子 ・田所　愛子 ・光瀬　はま子

　「カラ
ー

ナ ビシ ス テ ム」は、色をイ エ ロー
テ
ー

ス トを

も っ た色とブルーテース トをも っ た色に 2分類 し、更

に前者を ラ イ ト感とデ ィ
ー

プ感とい うイメージ で分類

し、後者 はソフ ト感 と八 一
ド感で分類 して、色をイメ

ー
ジにより4 グル

ー
プに分け、同

一グループの色を用

い て配色する こ とにより、容易に意図したイメージ の

配色を創るシステムである 。

　 こ の シ ス テム の ため に、色票 を伴 う慣用 色 の 分類

を試みた。

　実験方法 は 、200 種 の 慣用色 を基本色彩語 （赤 ・

橙
・
黄

・
緑

・
青

・
紫

・
ピン ク

・
茶

・
臼 ・灰 ・黒）に応

じ て 予 め 1 ］グル ープ に 分け て お き 、上記 の 4 人が

個 々 の 判断 で 、与 え られ た イ メ ージ ス ケ ール を使 っ

て 4分類を試 みた 。 イメ
ー

ジスケ
ー

ル はライ トウ ォ
ー

ム、デ ィ
ープウ ォ

ーム、ソ フ トクールおよび ハードク

ー
ルの 、4 グル

ープを更 に4 分害1」した 16 分類の スケ

ー
ルと し、全員 の判定結果 を集計 して 目的とする4 イ

メ
ージに分ける方法をと っ た 。

　試料は色名付の色票であ り、両者の複合イメ
ージで

判断される と考え られ、結果と して は4 人の 判定は概

ね近い と判断されたが、次の段階で合議をとりい れ

て、精度を高める必要が認められた。

　結論と して 、パーソ ナルカ ラーシ ス テ ム に 関連した

各種の ア イテ ム のイメ ージの 4 分類に役 立 つ 方法であ

るとい う確信 に
一

歩近づ くこ とが出来た 。

カラ
ー

ナ ビシステムの PCCS へ の応用

光瀬　はま子 ・野坂　瑛子 ・田所　愛子 ・永田　泰弘

　 PCCS を利用 してのカラ
ー

ナ ビの体系と配色演習 へ

の 適応結果 に つ い て 報告す る 。

　 PCCS を採用 した理由は 、　 PCCS の ヒュ
ー

ト
ー

ン シ

ス テ ム は、カ ラーナ ビ シ ス テ ム の 4 つ の イメージグ ル

ープの 分類 に 非常 に適 して お り、また 、日本 で 配色

演習 に
一

番よ く使われ て い る こ とか ら、入手 しやす

い 色票集が存在して い るか らである 。

　カラ
ー

ナ ビシステムでは、予め PCCS の色票集をイ

エ ロ
ー

テ
ー

ス ト（ウ ォ
ー

ム感）をも っ た色と、ブル
ー

テ ース ト（クール感）をも っ た色に大別し、更 に ラ イト

ウ ォ
ーム （LW ）、ディ

ープウォ
ーム （DW ）、ソ フ トク

ー
ル （SC）、八

一
ドク

ー
ル （HC ）とい う4つ のイメ

ージ

グル
ー

プ に分類 す る 。そ して そ の 中か ら特定 の グ ル

ープ内の色だ けを使 っ て配色す ることによ リグル
ープ

名 に近似したイメ
ー

ジをもつ 配色 がで きるとい う仮説

に基づいて いる。

　調 査結 果か らカラ
ー

ナビシステムは色彩の基 礎知

識がなくとも容易 に色のイメージを捉える ことができ

る ことが分か っ た 。 今後は、一
つ のイメ

ージの色だけ

で構成 した配色 が、同 じイメ
ー

ジを保 つ こ とができる

か検証 を行 い なが ら、カ ラーナ ビシ ス テ ム を応用 し

たイメ ージ配色演習の 有効性を実証 して い く予定であ

る 。

　　　　　　　　　　　　　　 （埼玉 女子短期大学）

ロ バ ー
ト ・ドア メソ ッ ドによ るバ

ー
ソナ リテ ィ

ー
ピ

グメ ン とメ イクア ッ プ上に於けるユ ニ バ ーサルカラ

ー
コ
ーデ ィ ネ

ー
トとの相関性

高松　智子 ・佐藤 　美恵子 ・井田　貴美

1． は じめに

　パーソ ナル カラ
ー

リン グは似合い の色をア ドバ イス

する手 法としてよく知 られている。しか し日常の お洒

落観 は女性 で は特に メイ クア ッ プ、ヘ ア カ ラ
ー、め

がね 、フ ァ ッ シ ョ ン に至るまで ト
ー

タルにア ドバイス

を求め られる機会が多い。そ こ で 2002 論文 「パ
ー

ソ

ナルカ ラ
ー

分析法 の 評価」で有用 性が認 め られ た ロ バ

ー
ト

・
ドアメソ ッ ドの ピグメン トによるパー

ソナル

カ ラ
ー

分析 法を採 り入れた ユ ニ バ
ー

サルカ ラ
ー

コ
ー

デ ィ ネートは 、メーク ＆ フ ァ ッ シ ョ ン 上 で どうい う評

価を得 られる か ？ ユ ニ バ ー
サ ル カラ

ー
コ
ー

デ ィ ネ
ー
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トとの 相関性を検討する。

2．調査方法

　B／Yべ 一
ス 2人のモデルに各々ベ ース統

一
メ
ー

クと

ドレープ、ベ ース 違 い のメ
ー

クとドレープ 、ベ ース 統

一メークに違うドレープ、ベ ー
ス 違いメ

ー
クに同 ドレ

ー
プの 1組 4 パタ

ー
ン で計 8 枚の写真を撮り、照明の

条件統
一

（D65 ）下 で 20 才代か ら70 才代男女 119 名

に ア ン ケ
ー

ト調査を した。

3．結果

　パ
ー

ソ ナ リテ ィ
ーピグメ ン ト分析によるメイク ア ッ

プ＆ フ ァ ッ シ ョ ン コ ーデ ィ ネ
ー

トは、B／ Yどち らの人

も 自分と同 じア ンダーピグメ ン トで コーデ ィ ネートさ

れ た方 が 870／o ・780／o と最も良い評価を得て い る 。

依 っ て 相関性が認 め ら れ メ
ー

ク ＆ フ ァ ッ シ ョ ン に非常

に有用性がある。

（ユ ニ バ
ー

サルカラ
ー

イ ン ステ ィ チ ュ
ー ト・

イ ン ター

ナ シ ョ ナ ル ）

イ ン ドの フ ァ ッ シ ョ ン に見 る配色とパー
ソナルカラ

ー

コ
ーディ ネ

ー
ト

高松 智子

1、 はじめに

　イ ン ドの フ ァ ッ シ ョ ン と 聞 け ば、色 とりどりの サ リ

ー
やパ ン ジ ャ

ービドレス。色鮮やかだけにどのように

コ
ーデ ィ ネートして 着こ な して い るだろ うか ？サ リ

ー

はブラウスのデザインと着こなしで差を付け、やはり

自分に似合 う色やデザインのサ 1丿
一を着る事は前提

のよ うで あ る 。

2 ．調査

　服装選 びでかかせな いのが色 。 祭 りや儀式の 多い

イン ドでは色も例外でなく決まり事がある。結婚式 で

花 嫁が身 につ ける色は赤や緑 。 緑は イ ス ラ ム教徒 に

と っ て も 聖なる色。白は神 聖な色だ が未 亡人が身に

つ け る 色 。逆 に黒 はタブーで はな く、女神の肌の色

と結びつ くことか ら身に付ける女性も多い 。 今回は

北イ ン ドのデ リ
ー、ベ ナ レス、アグラで見かけたフ ァ

ッ シ ョ ン とパ
ー

ソ ナ リテ ィ
ー

との 関係から第 1報とし

て 87 人の フ ァ ッ シ ョ ン 配色調査を試みた 。 個人別に

配色をカラ
ーパ レ ッ ト化し、マ ン セル表記及び色相別

に明度
・
彩度を数量化。

3　 結果と して

　 フ ァ ッ シ ョ ン に於 け る 全体 的 配色 は 、色 相 で は

R，YR，GYIBB ，PB，RP系 と殆どの色相にまたが っ て お り、

G，GB系 はあま り見かけな い。明度は中明度か ら高明

度、彩度も中彩度 か ら高彩度。依 っ て かな り極彩色

の多色配色である 。 また、各々の配色が ロ バ
ー

ト ・

ドアB／ Yの ベ ー
ス統

一
に よる ユ ニ バーサル カ ラーコ

ー
デ ィ ネ

ー
トされ て い る組み合わせが多く、着こなし

が非常に美 しい 。 今後はパーソ ナ リティ
ー

との関係性

を追跡 して い きた い 。

（ユ ニ バ
ー

サルカラ
ー

イ ン ステ ィ チ ュ
ー ト・イ ン タ

ー

ナ ッ シ ョ ナル）

髪色 ・肌色の異なる男性の顔画像に対す る印象評価

毛利　暁子

　先行研究では、顔写真の人物を決定付ける特徴とし

て 「髪」に関す る回答が多 いことが明 らかである 。 ま

た 、日常 的に私 た ち は髪色と 肌色を同時に知覚 して

お り、髪色は肌色の影響を受けて認知されるといえ

る。また 、現在の 日本で は髪を染め ることがお し ゃ

れ と して当た り前に な り つ つ ある。そ して 、肌色と髪

色に関する研究に関して は、女性の刺激画像を使用

したも の が多 く、男性 に対 する印象評価の研 究が少

ない 。

　そ こ で 、本研 究では、男性の 刺激画像に対 して専

攻の異なる大学生 （美大生 と非美大生）に印象評価 を

行 っ て も ら っ た 。 刺激画像 に は 4 種類の顔画像 （黒

髪 ・茶髪 X 色黒 ・色 白）を使用 し、評価にはパー
ソナ

リテ ィ
ー

の測定尺度を使用 し た。

　その結果 、因子分析により美大生から外向性と道

徳性、非美大生か ら道徳性と社交性の 2因子が抽出さ

れ た 。さ ら に 、各大学2 因 子 の 交差軸上に4 種類の顔

画像を位置付けた ところ、両大学の 評価は似通 っ て

い る こ とが明らか とな っ た。特 徴的なの は、茶髪 ・

色黒 に 社交性 と外向性が高く道徳性が低 く評価され、

黒髪
・
色白に対 して社交性と外向性が低 く道徳性が

高く評価された点 で ある。

　 こ の こ とか ら、肌色 と髪色の顔画像に対する印象

は両大学で似通 っ て お り、抽出された 因子 の順序 に

違いが見 られ る こ と が 明 ら か と な っ た 。今後、両 大

学の学生の 内面に着目 を して N 染髪に対する意識を

調査する こ と で 人物の印象を決 める要 因 を 探 り た い

と考えて い る 。

　　 （早稲田大学大学院人間科学研究科修士課程2年）

メ ン ズ　V −ZONE の配色提案

　一一セー
ル スプ 囗 モ

ー
シ ョ ン 「見立て屋へ の応用」一一

石井　節子 ・田所　愛子 ・萩原　京子
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